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青島地区総合防災訓練�
バケツリレーによる初期消火�



北陸でも大地震が起きるかも�� 家屋の耐震診断�

　建築士や専門家に耐震
相談をしてみましょう。�

� 家具の転倒・落下防止�

　タンスや食器棚が倒れ
てきて、逃げられなくな
っては困ります。倒れそ
うな家具は固定金具でし
っかり止めましょう。逃
げる際に割れた食器やガ
ラスで足をケガすること
のないよう枕元にスリッ
パなどを用意しておくと
いいでしょう。�

� 門柱・ブロック塀の点検�

　門柱やブロック塀は見
かけはしっかりしていても、
鉄筋が入っていなかったり、
さびていることなどがあ
ります。安全性を確かめ、
危険と思われるものは補
強するか、新しいものと
取り替えることも必要です。�

� 非常用持ち出し品�

　家族３日分の非常食料、
飲料水、手袋、ナイフ、缶切り、
携帯ラジオ、懐中電灯、タ
オル、現金、救急医薬品、マ
ッチ、ちり紙、石鹸などを
まとめておきましょう。�
　また、定期的に乾電池の
点検を行い、懐中電灯やラ
ジオの作動を確認し、いざ
という時に役に立つよう
気をつけましょう。�

2H12年／12月号�

　平成７年１月に発生した阪神・淡路大震災の教訓は、「災害時に住民が団結

し、組織的に行動する」ということが、被害の軽減を最小限に押さえた大きな

要因だといわれています。�

　この教訓から、町では地域防災計画の改正を行うとともに、町内会に対して

自主防災組織の結成を働きかけてきました。現在では、全町内に自主防災組織

が結成されており、町内の実情に応じた独自の防災訓練や救急講座、消火訓練

などを開催しています。この活動を支援するため、町では、自主防災組織に対

して、防災資機材として、ヘルメット・バケツ・担架・救急バックなどを配布

しました。�

　これまで町では、人身や財産に被害を及ぼすような目立った災害が発生して

おらず安心した生活を送っていますが、「災害は忘れた頃にやってくる」とい

うことわざもあるように、安心ばかりもしていられません。�

　これからの防災は、町民のみなさんが主役にならなければ、真の防災体制を

整えることはできないのでしょう。�

地震に備えて4つの�
チェックポイント�
　左記の４点に注意するほか、突然グラッと
来たら、おちついて、ガスの元栓、電灯の消
灯など、火災など多重災害を引きおこさない
よう努めましょう。�

　日頃から、家族全員で、地域の避難場所な
どを話し合っておきましょう。�



3 H12年／12月号�

青
島
地
区
で
総
合
防
災
訓
練
を
実
施�

　町民と行政が防災に関して共通の認識を持つこと
が必要です。�
　そのためには、町民の防災意識の高揚が必要であ
り、町が持っている防災に関する情報を町民にわか
りやすく整理し、あらゆる機会を活用して積極的に
提供することが大切だと考えています。�
　例えば、その一つとして町の地域防災計画を全地
区や公共施設に配布します。また、公民館や図書

館、町の公共施設など町民が多く集まるところに防
災の案内板を設けたり、どこかの地域で大きな災害
があれば、情報を集めて企画展を行うなど、さまざ
まな意識啓発活動によって、「大きな災害が発生し
たら、行政の対応には限界がある、自分たちの地域
は自分たちで守らなければならない。」という意識
が生まれ、自主防災組織が形だけで終わることな
く、有効に機能すると考えています。�

災害に強いコミュニティーづくりのために�災害に強いコミュニティーづくりのために�

▲非常用食料（カンパンやカレーライス）の試食も行われました�
　（対応は婦人防火クラブ）�

▲被害状況等を災害対策本部に報告する町消防団長�

▲救護用エアーテントの設営訓練を行う消防署員�▲大雨や洪水時に使用する土嚢づくりに取り組む地区住民�

▲避難場所（町民運動場）に集まった地区住民と消防�
　団員などの関係者�

������

　
11
月
12
日（
日
）町
民
運
動
場
に
お
い

て
、
青
島
地
区
の
住
宅
密
集
地
の
住
民

を
対
象
に
、
町
消
防
団
や
婦
人
防
火
ク

ラ
ブ
、
井
波
庄
川
消
防
署
、
赤
十
字
奉

仕
団
の
協
力
を
得
て
、
青
島
地
区
総
合

防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
町
内
会
に
設
置
さ
れ
て
い
る
自
主
防

災
組
織
と
防
災
に
関
係
す
る
団
体
が
連

携
を
と
り
、
災
害
時
の
応
急
対
応
が
機

能
す
る
よ
う
実
践
的
な
訓
練
を
行
い
、

防
災
に
対
す
る
意
識
を
こ
れ
ま
で
以
上

に
高
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て

実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。�

﹇
被
害
想
定
﹈ 

富
山
湾
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
６．５
の
地
震
発
生�



秋
の
叙
勲�

松
原
由
夫
氏
（
金
屋
）�

　  

勲
七
等
青
色
桐
葉
章
受
章�

4H12年／12月号�
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松
原
さ
ん
は
、
永
き
に
亘
り
庄
川
挽
物
木
地
師
と
し

て
伝
統
技
術
の
継
承
と
研
鑽
に
努
め
ら
れ
、
伝
統
産
業

の
振
興
と
地
場
産
業
の
確
立
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
度
、
こ
う
し
た
ご
功
績
が
認
め
ら
れ
、
勲
七
等
青
色

桐
葉
章
受
章
の
栄
誉
に
輝
か
れ
ま
し
た
。�

　
今
後
と
も
ご
健
康
に
留
意
さ
れ
、
地
域
産
業
の
振
興

の
た
め
に
一
層
の
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念

申
し
上
げ
ま
す
。�

����

　
11
月
11
日（
土
）午
前
10
時
か
ら
、
ケ
ア
ポ
ー
ト
庄
川
に
お

い
て
、
村
井
武
一
氏
の
顕
彰
像
の
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
村
井
氏
は
、
ふ
る
さ
と
庄
川
を
愛
し
、
抜
群
の
行
動
力
と

判
断
力
を
持
っ
て
郷
土
の
発
展
と
、
自
治
の
振
興
を
図
り
、

「
健
康
で
明
る
い
豊
か
な

希
望
に
燃
え
る
理
想
郷
庄

川
町
」
の
建
設
を
め
ざ
し
、

全
身
全
霊
を
打
込
ん
で
ご

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

ご
功
績
を
末
永
く
後
世
に

伝
え
る
た
め
、
発
起
人
会

が
中
心
と
な
っ
て
村
井
武

一
顕
彰
像
を
建
立
さ
れ
た

も
の
で
す
。�

��������������

　
第
23
回
富
山
県
伝
統
工
芸
品

展
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、
庄

川
挽
物
木
地
師
尾
松
満
男
さ
ん

（
青
島
）
が
コ
ン
ク
ー
ル
で
最

高
の
賞
「
富
山
県
知
事
賞
」
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。�

　
賞
を
受
け
ら
れ
た
作
品
は
日

向
刻
盆
で
、
尾
松
さ
ん
の
技
術

が
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。�

　
今
後
、
益
々
の
ご
活
躍
に
期

待
い
た
し
ま
す
。�

村
井
武
一
氏
（
前
庄
川
町
長
）
の�

　
　
　
　
　
　
　
顕
彰
像
建
立�

尾松満男さん富山県知事賞受賞�
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11
月
３
日（
金
）庄
川
町
健
康
を

考
え
る
つ
ど
い
で
、
２
年
以
上
国

民
健
康
保
険
無
受
診
で
、
住
民
健

診
を
受
け
日
頃
よ
り
健
康
管
理
に

努
め
て
お
ら
れ
る
、�

　
松
永
　
利
之
さ
ん
（
青
　
島
）�

　
長
谷
川
智
徳
さ
ん
（
青
　
島
）�

　
北
村
　
清
次
さ
ん
（
高
儀
新
）�

に
、
庄
川
町
か
ら
健
康
優
良
高
齢

者
表
彰
と
し
て
賞
状
と
記
念
品
を

贈
り
、
健
康
を
称
え
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
11
月
７
日（
火
）国
民
健

康
保
険
健
康
づ
く
り
富
山
県
大
会

で
は
、
若
松
幸
一
さ
ん（
金
屋
）が

平
成
７
年
か
ら
11
年
ま
で
の
５
年

間
無
受
診
で
、
県
国
保
連
合
会
か

ら
健
康
優
良
高
齢
者
表
彰
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。�

　
同
じ
く
、
加
藤
秀
明
さ
ん
（
天

正
）
が
、
町
国
民
健
康
保
険
運
営

協
議
会
委
員
と
し
て
永
年
に
わ
た

り
事
業
の
運
営
に
ご
尽
力
い
た
だ

い
た
功
績
に
よ
り
、
功
労
表
彰
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。�

　
こ
れ
か
ら
も
、
よ
り
一
層
健
康

管
理
に
留
意
さ
れ
、
元
気
に
お
過

ご
し
く
だ
さ
い
。�

町
長
賞�

　
ゆ
　
ず
　
辻
　
　
栄
一
（
金
　
屋
）�

町
議
会
議
長
賞�

　
　
葱
　
　
藤
永
　
静
雄
（
示
　
野
）�

と
な
み
野
農
業
協
同
組
合
長
賞�

　
里
　
芋
　
柴
田
　
文
和
（
示
　
野
）�

金
屋
柚
子
生
産
組
合
長
賞�

　
ゆ
　
ず
　
谷
野
　
知
子
（
金
　
屋
）�

町
農
業
技
術
者
協
議
会
長
賞�

　
里
　
芋
　
但
田
　
健
斗
（
金
　
屋
）�

県
農
林
漁
業
振
興
会
長
賞�

　
ゆ
　
ず
　
但
田
　
和
子
（
金
　
屋
）�

砺
波
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
所
長
賞�

　
里
　
芋
　
藤
永
　
邦
彦
（
示
　
野
）�

県
野
菜
協
会
長
賞�

　
　
葱
　
　
島
田
　
一
次
（
示
　
野
）�

県
主
要
農
作
物
種
子
協
会
長
賞�

　
種
　
籾
　
松
田
　
佳
恵
（
示
　
野
）�

県
農
業
会
議
会
長
賞�

　
白
　
菜
　
松
田
ユ
リ
子
（
示
　
野
）�

県
農
業
共
済
組
合
連
合
会
長
賞�

　
大
　
豆
　
中
嶋
　
雅
美
（
天
　
正
）�

砺
波
広
域
農
業
共
済
事
務
組
合
管
理
者
賞�

　
　
柿
　
　
藤
井
　
芳
博
（
古
上
野
）�

県
経
済
農
業
協
同
組
合
連
合
会
長
賞�

　
大
　
根
　
松
田
　
清
孝
（
示
　
野
）�

県
共
済
農
業
協
同
組
合
連
合
会
長
賞�

　
　
豆
　
　
藤
井
さ
つ
子
（
金
　
屋
）�

県
米
麦
改
良
協
会
長
賞�

　
種
　
籾
　
有
澤
　
幸
仁
（
　
庄
　
）�

砺
波
地
区
米
麦
改
良
協
会
長
賞�

　
種
　
籾
　
米
澤
　
一
雄
（
高
儀
新
）�

富
山
新
聞
社
賞�

　
ゆ
　
ず
　
了
安
　
泰
司
（
金
　
屋
）�

北
日
本
新
聞
社
賞�

　
ゆ
　
ず
　
岩
田
　
治
郎
（
金
　
屋
）�

北
陸
中
日
新
聞
社
賞�

　
ゆ
　
ず
　
井
田
　
清
子
（
金
　
屋
）�

　
11
月
15
日（
水
）砺
波
市
文
化
会

館
に
お
い
て
、
日
頃
か
ら
納
税
意

識
の
高
揚
や
税
知
識
の
普
及
活
動

に
顕
著
な
功
績
が
あ
っ
た
個
人
や

団
体
に
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
併
せ
て
砺
波
税
務
署
管

内
の
中
学
生
・
高
校
生
を
対
象
に

募
集
さ
れ
た
「
税
に
関
す
る
ポ
ス

タ
ー
・
作
文
」
の
優
秀
作
品
の
表

彰
式
も
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
町
か
ら
は
、
次
の
方
々
が
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。
　
（
敬
称
略
）�

砺
波
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

長
表
彰
（
優
良
組
合
）�

第
20
区
納
税
貯
蓄
組
合�

中
学
生
ポ
ス
タ
ー
の
部�

﹇
砺
波
税
務
署
長
賞
﹈�

金
賞
　
前
田
　
彰
子
（
２
年
）�

﹇
北
陸
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞
﹈�

金
賞
　
南
部
　
智
美
（
２
年
）�

﹇
砺
波
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞
﹈�

金
賞
　
田
中
比
呂
美
（
３
年
）�

銀
賞
　
齋
藤
　
泰
裕
（
３
年
）�

銀
賞
　
川
島
　
達
也
（
１
年
）�

銀
賞
　
松
井
の
り
子
（
２
年
）�

銅
賞
　
朝
倉
　
昌
子
（
３
年
）�

佳
作
　
田
中
智
江
美
（
２
年
）�

中
学
生
作
文
の
部�

銀
賞
　
石
森
　
直
美
（
３
年
）�

銅
賞
　
西
野
　
正
規
（
１
年
）�

佳
作
　
田
中
　
一
史
（
２
年
）�

高
校
生
作
文
の
部�

﹇
砺
波
税
務
署
長
賞
﹈�

　
　
　
寺
井
　
貴
志
（
２
年
）�

国
民
健
康
保
険�

功
労
・
無
受
診
表
彰�

第
４５
回
農
林
産
物
展
示
会
で
次
の
方
々
が
金
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。�

栄
あ
る
納
税
表
彰
を
１
団
体
１２
個
人
が
受
賞�

前
田 

彰
子�

南
部 

智
美�

田
中
比
呂
美�



明
る
い
家
庭
の
合
言
葉�

　
　 

　
　 

僕
も
私
も
　
火
の
用
心�

� 一般の部�

� 児童の部　奨励賞�

� 生徒の部　奨励賞�

� 幼児の部　奨励賞�

砺
波
広
域
圏
消
防
防
火
作
品�

コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者�

6H12年／12月号�

��
　
毎
年
、
秋
の
火
災
予
防
運
動
の
一
環
と
し
て
、
砺

波
広
域
圏
消
防
で
小
学
生
防
火
ポ
ス
タ
ー
の
募
集
を

し
て
い
ま
す
。
こ
の
度
、
今
年
の
入
賞
者
が
発
表
さ

れ
、
庄
川
小
学
校
で
は
次
の
方
々
が
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。�金

賞
　
太
田
　
愛
弓
（
５
年
）�

銀
賞
　
高
田
　
晶
史
（
５
年
）�

銀
賞
　
小
西
　
駿
介
（
５
年
）�

銅
賞
　
村
井
伸
太
郎
（
５
年
）�

銅
賞
　
柴
田
　
麻
美
（
５
年
）�

　
　
　
　
　
　
　
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。�

��

　
井
波
庄
川
消
防
署
管
内
の
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
員
の
方
々
か
ら
防
火
標
語
を

募
集
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
庄
川
町
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
の
滝
本
恵
美
子
さ
ん
が
、

最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。�

最
優
秀
防
火
標
語
　
滝
本
恵
美
子
（
高
儀
新
）�

����

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。�

優
秀
賞
　
坂
口
　
浩
代
（
　
庄
　
）�

優
秀
賞
　
新
井
　
里
美
（
高
儀
新
）�

　
最
優
秀
作
品
の
標
語
は
高
瀬
神
社
宮
司
様
の
揮
毫
に
よ
る
御
札
に
作
成
し
、

各
家
庭
に
配
布
す
る
予
定
で
す
。�

人

事

異

動

�

１２
月
１
日
付�

教
育
委
員
会
出
向�

（

国

体

室

）�

教
育
委
員
会�

（

国

体

室

）�

教
育
委
員
会�

（

体

育

課

）�

教
育
委
員
会
出
向�

（

国

体

室

）�

総
務
課
主
任�

教
育
委
員
会�

（

体

育

課

）�

教
育
委
員
会�

（
生
涯
学
習
課
）�

企
画
室
主
事�

石
黒

哲
康�

�

石
黒

一
憲�

�

嶋
田

徳
明�

�

嶋
田

　
充�

�

　
　   

新
　
　
　
　
　
氏
　
　 

名
　
　
　
　
　
　  

旧�

第３７回 庄川町美術展覧会入賞者�

部門�

�

絵画�

�

彫刻�

�

工芸�

�

�

書�
�

�

�

写真�

�

�

手芸�

賞区分�

最優秀賞�

優 秀 賞�

準優秀賞�

優 秀 賞�

最優秀賞�

優 秀 賞�

準優秀賞�

最優秀賞�

優 秀 賞�

準優秀賞�

準優秀賞�

最優秀賞�

優 秀 賞�

準優秀賞�

最優秀賞�

優 秀 賞�

準優秀賞�

入賞者氏名�

但田　知佳�

浅井　みき�

杉森美智子�

松村　　優�

中島　　満�

岩行　欣三�

島田　可代�

中島　昭子�

沖田　直子�

松井　彩子�

雨池　又蔵�

但田　彦正�

厚村美千春�

脇本　敏昭�

西元多美子�

中村千枝子�

大浦　正枝�

部　門�

�

絵　　　画�

入賞者氏名�

み な み　たくと�

さいとう　ゆうき�

やました　まなみ�

まつかわ　あすか�

部　門�

�

絵　　　画�
�

�

工芸�

�

書�

入賞者氏名�

南部　美帆�

武田　紗織�

武田　眞美�

上村　優実�

千秋　恵里�

齋藤　麗美�

中島　　薫�

山田　　操�

部　門�

�

�

�

彫　刻
�

�

�

�

�

�

絵　画�
�

�

�

書�

入賞者氏名�

石黒　絵里�

上島　克之�

中村　聡史�

川島　尚人�

吉藤　庄成�

松本　康平�

高田さゆり�

澤田　　舞�

菊池かおり�

間馬　理絵�

朝倉　隆太�

藤森　慶子�

斉藤　隼平�

滝谷奈菜子�

大丸ひとみ�

学年�

１年�

１年�

１年�

３年�

３年�

３年�

３年�

３年�

２年�

２年�

３年�

３年�

１年�

２年�

２年�

�

庄川町長賞、北日本新聞社賞�

�

㈱画材たんぽぽ賞�

�

庄川町教育委員会賞、北日本新聞社賞�

�

㈱画材たんぽぽ賞�

庄川町議会議長賞、北日本新聞社賞�

�

㈱画材たんぽぽ賞�

㈱画材たんぽぽ賞�

庄川町美術協会長賞、北日本新聞社賞�

�

㈱画材たんぽぽ賞�

庄川美術館長賞、北日本新聞社賞�

�

㈱画材たんぽぽ賞�

特　　別　　賞�

最
高
賞
に
絵
画
部
門
「
視
線
」
但
田
知
佳
さ
ん
（
金
屋
）
が
選
ば
れ
る�

平
成
１２
年
度  

婦
人
防
火
ク
ラ
ブ�

　  

防
火
標
語
最
優
秀
作
品
決
ま
る�



7 H12年／12月号�

���

　
私
た
ち
が
い
つ
も
目
に
し
、
な
れ
親
し
ん
で
き
た
故
郷
の
風
景

は
、
先
祖
か
ら
今
日
へ
と
綿
々
と
し
て
築
き
上
げ
、
受
け
継
が
れ

て
き
た
か
け
が
え
の
な
い
財
産
で
す
。�

　
平
成
10
年
度
に
お
い
て
、
町
民
の
誇
り
と
し
て
永
く
守
り
育
て

た
い
故
郷
の
自
然
や
景
観
を
公
募
し
、
「
庄
川
百
景
」
を
選
定
し

ま
し
た
が
、
こ
う
し
た
景
観
が
町
民
の
心
の
拠
り
所
と
し
て
末
永

く
保
存
さ
れ
る
こ
と
を
願
い
、
21
世
紀
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
り

「
庄
川
百
景
」
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
成
し
、
全
世
帯
に
配
布
す
る
こ

と
と
い
た
し
ま
し
た
。�

町
政
モ
ニ
タ
ー
　
太
田
喜
代
子�

　
年
々
町
道
も
整
備
が
進
め
ら
れ
、
ジ

ャ
リ
道
も
無
く
な
り
歩
く
に
し
て
も
車

で
の
走
行
に
も
と
て
も
便
利
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。�

　
反
面
、
私
た
ち
の
交
通
マ
ナ
ー
は
如

何
で
し
ょ
う
か
？�

　
先
日
、
青
島
の
交
差
点
で
信
号
待
ち

を
し
て
い
ま
し
た
。
青
に
変
わ
り
、
さ

あ
発
進
し
よ
う
と
し
た
際
、
目
の
前
を

バ
イ
ク
の
婦
人
が
、
「
脇
目
も
ふ
ら
ず

悠
々
」
と
横
切
っ
て
行
き
ま
し
た
。
ビ

ッ
ク
リ
す
る
や
ら
、
呆
れ
る
や
ら
、
こ

ち
ら
が
青
信
号
だ
か
ら
当
然
赤
信
号
な

の
で
す
。�

　
事
故
に
な
ら
な
く
て
良
か
っ
た
ー
と

胸
を
撫
で
お
ろ
し
な
が
ら
、
何
時
ど
ん

な
こ
と
で
加
害
者
に
な
る
か
被
害
者
に

な
る
か
わ
か
ら
な
い
と
実
感
し
た
も
の

で
す
。�

　
最
近
、
健
康
の
為
に
歩
い
て
い
る
方

が
大
勢
お
ら
れ
ま
す
。
夜
歩
い
て
お
ら

れ
る
方
は
、
靴
に
し
ろ
帽
子
に
し
ろ
何

か
し
ら
護
身
具
を
身
に
付
け
て
お
ら
れ

る
で
し
ょ
う
か
？�

　
周
り
の
人
に
聞
い
て
も
、
夜
道
に
急

に
人
影
が
目
に
入
り
ビ
ッ
ク
リ
し
た
経

験
の
あ
る
人
が
殆
ど
で
し
た
。�

　
秋
口
に
、
夜
道
を
走
行
中
か
な
り
前

方
に
光
る
物
が
見
え
、
農
道
に
何
が
い

る
の
か
し
ら
？
ス
ピ
ー
ド
を
緩
め
な
が

ら
近
づ
い
て
行
く
と
蛍
光
た
す
き
を
か

け
た
老
人
が
、
自
転
車
を
引
い
て
歩
い

て
お
ら
れ
た
の
で
す
。
黒
っ
ぽ
い
服
装

に
黒
い
自
転
車
で
し
た
が
、
蛍
光
た
す

き
を
か
け
て
お
ら
れ
た
の
で
遠
く
か
ら

で
も
確
認
で
き
、
「
お
じ
い
さ
ん
蛍
光

た
す
き
を
か
け
て
い
て
あ
り
が
と
う
」

夜
道
は
絶
対
「
蛍
光
服
」
と
思
い
ま
し

た
。�

　
十
一
月
、
十
二
月
は
日
没
が
早
く
、

夕
暮
れ
時
は
危
険
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

町
の
交
通
対
策
協
議
会
と
交
通
安
全
協

会
で
は
、
高
齢
者
の
い
る
家
庭
に
蛍
光

た
す
き
や
腕
章
を
配
布
し
、
家
庭
で
の

交
通
安
全
意
識
を
高
め
て
い
く
こ
と
で

交
通
事
故
の
撲
滅
を
推
進
し
て
お
ら
れ

ま
す
。
こ
れ
か
ら
ま
だ
ま
だ
車
も
多
く

な
り
、
そ
し
て
運
転
者
の
高
齢
化
も
進

み
ま
す
。�

　
交
通
安
全
の
推
進
は
行
政
の
旗
ふ
り

で
終
わ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
自
分
自

身
は
も
ち
ろ
ん
、
家
庭
や
地
域
で
の
意

識
づ
け
を
行
い
、
安
全
で
安
心
な
生
活

を
皆
ん
な
で
守
り
た
い
も
の
で
す
。�

新世紀のスタートを記念して�
「２００１カレンダー庄川百景」を全世帯に配布�
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　原則として、新降雪深10センチメートル以上に
達し、降雪状況・気象情報からさらに雪が降り続
く恐れのあるとき出動します。�

8H12年／12月号�

冬 期 間 の 円 滑 な 道 路 交 通 確 保 を 目 指 し て �

町除雪対策本部を設置�

除雪出動基準は…�

　本年度の車道機械除雪延長は約74キロメートル、
消雪施設延長は約40キロメートル（県道分含む）
と、体制を整えて面的な除排雪レベルの向上を目
指します。�

雪対策延長は…�

　平成５年度より、市街地における歩行者の快適
な歩行と、児童生徒の通学路確保のため「ゆきみ
ち計画」を策定し、本年もこの計画に基づき、早
期に歩道除雪を行います。�

歩道除雪�

　平成10年度に導入した凍結防止剤散布機械によ
り、冬期間の路面凍結の恐れのある場所を中心に
スリップ事故が起きないよう対応します。�

凍結防止�

　各町内に設置してある消雪施設の管理は、除雪
実施班長（区長）にお願いしてありますので、シ
ーズン中にノズルが詰まったり取水水源にゴミが
かかったりした場合は、各町内で対処をお願いし
ます。�
　また、対処できない漏水等については、役場産
業建設課までご連絡ください。　0763-82-1904

消雪施設について�

◆国道156号�
　建設省高岡国道維持出張所　　0766-23-6776�
◆国道471号、県道�
　富山県福野土木事務所　　0763-22-3526�
◆町道�
　役場産業建設課　　0763-82-1904

除雪に関する問い合わせ先�

　今年度町では、冬期の生活道路確保のため新鋭
の除雪機械を15,855千円をかけて配備いたしまし
た。�
　この除雪車は11ｔ級除雪ドーザで、作業効率の
悪くなった古い機械を売り払い更新として国の補
助をもらい購入しました。�

道路除雪に新鋭機械を購入�

◆除雪車走行の妨害となる路上駐車はやめましょ
う。�

◆路上への投雪はやめましょう。�

◆流雪溝への投雪は、水が溢れないように計画的
に行いましょう。�

円滑な除雪のため�
町民の皆さんのご協力を�

　町では、冬期間の円滑な道路交通網を確保するため、今冬も民間機
械及び直営機械合わせて27台で、車道や市街地の歩道を除雪します。�



機
械
除
雪
に
つ
い
て�

消
雪
装
置
に
つ
い
て�

消
雪
装
置
維
持
管
理�

　
　
協
力
金
に
つ
い
て�

雪
対
策
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
た
。�

9 H12年／12月号�

　
近
年
は
暖
冬
傾
向
で
降
雪
の
少

な
い
年
が
多
く
、
雪
に
対
す
る
考

え
方
や
接
し
方
が
約
20
年
前
の
56

年
豪
雪
の
当
時
と
随
分
変
わ
っ
て

き
て
い
ま
す
。�

　
町
で
は
新
降
雪
深
が
10
㎝
を
超

え
、
気
象
情
報
等
か
ら
更
に
降
雪

が
予
想
さ
れ
る
と
き
を
基
本
に
早

朝
一
斉
除
雪
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
今
で
は
車
の
性
能
が
良

く
な
り
４
輪
駆
動
の
車
が
増
え
た

た
め
、
以
前
の
よ
う
に
道
路
上
で

動
け
な
く
な
る
車
は
ほ
と
ん
ど
見

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
、
新
雪
で
10
㎝
程
度
降
っ
て
も

車
が
十
分
通
行
で
き
る
の
と
、
日

中
暖
か
く
な
る
と
溶
け
て
消
え
る

雪
を
１
回
出
動
す
る
と
１
０
０
万

円
余
り
も
か
か
る
除
雪
は
無
駄
の

よ
う
に
考
え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。�

　
町
の
財
政
は
苦
し
い
た
め
、
何

と
か
し
て
無
駄
な
経
費
を
削
減
す

る
こ
と
は
私
た
ち
行
政
の
任
務
で

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
い
く
ら
暖

か
く
な
る
と
消
え
て
無
く
な
る
雪

で
も
、
連
日
連
夜
降
り
続
く
と
家

を
つ
ぶ
し
た
り
車
が
通
行
で
き
な

く
な
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。�

　
気
象
情
報
や
天
気
予
報
は
年
々

発
達
し
、
よ
り
正
確
な
情
報
が
素

早
く
手
に
入
れ
る
事
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
今
は
、
除
雪
出
動
を

出
す
タ
イ
ミ
ン
グ
と
除
雪
費
用
の

問
題
が
悩
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

��������

��������������

　
消
雪
装
置
は
昭
和
50
年
代
よ
り
、

機
械
除
雪
が
困
難
な
市
街
地
道
路

を
中
心
に
整
備
し
て
き
ま
し
た
。�

　
当
初
は
水
温
が
高
い
地
下
水
を

水
源
に
整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た

が
、
地
下
水
が
出
な
か
っ
た
り
工

事
費
が
高
く
な
る
等
の
問
題
か
ら
、

試
行
錯
誤
し
な
が
ら
考
案
し
た
の

が
町
中
を
網
目
の
よ
う
に
走
る
用

水
（
河
川
水
）
を
利
用
す
る
こ
と

で
し
た
。
56
豪
雪
の
時
で
も
水
温

が
低
い
河
川
水
で
も
十
分
に
消
雪

効
果
が
あ
る
こ
と
か
ら
急
速
に
消

雪
装
置
が
普
及
し
ま
し
た
。�

　
し
か
し
、
消
雪
装
置
は
道
路
を

走
る
車
中
心
に
考
え
た
も
の
で
あ

り
、
歩
行
者
や
自
転
車
の
方
々
に

は
水
は
ね
等
の
弊
害
も
出
て
お
り

ま
す
。
そ
れ
な
ら
ば
、
水
源
を
地

下
水
に
し
て
散
水
量
を
減
ら
せ
ば

良
い
の
で
は
と
の
意
見
も
出
て
き

ま
す
が
、
な
に
ぶ
ん
庄
川
町
は
用

水
（
河
川
水
）
に
は
恵
ま
れ
て
い

ま
す
が
地
下
水
に
は
恵
ま
れ
て
い

ま
せ
ん
。�

　
今
後
、
消
雪
事
業
を
推
進
す
る

場
合
、
歩
行
者
へ
の
水
は
ね
対
策

等
を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
か
は

工
事
費
用
が
高
く
つ
く
こ
と
や
地

下
水
が
無
い
等
の
問
題
を
ど
う
す

る
か
が
悩
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

��������������

　
こ
の
維
持
管
理
協
力
金
は
、
町

議
会
で
も
再
三
取
り
上
げ
ら
れ
て

お
り
ま
す
が
、
大
変
頭
を
悩
ま
せ

る
問
題
の
一
つ
で
も
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
議
会
答
弁
で
も
あ
り
ま

す
よ
う
に
消
雪
装
置
が
あ
る
道
路

と
農
村
部
の
機
械
除
雪
対
応
の
道

路
で
は
、
車
で
走
っ
て
い
て
も
歩

い
て
い
て
も
安
心
し
て
通
行
で
き

る
の
は
消
雪
装
置
完
備
の
道
路
で

す
。
そ
の
た
め
、
町
全
部
の
道
路

に
消
雪
装
置
を
完
備
す
れ
ば
こ
の

よ
う
な
問
題
は
起
こ
ら
な
い
訳
で

す
が
、
水
源
や
工
事
費
用
の
問
題

が
あ
り
ま
す
。ま
た
、消
雪
装
置
を

運
転
す
る
の
に
年
間
約
１，
４
０
０

万
円
余
り
の
電
気
料
等
の
維
持
費

が
か
か
り
ま
す
。�

　
不
特
定
多
数
の
人
が
通
る
道
路

と
は
言
う
も
の
の
、
同
じ
町
に
住

ん
で
い
て
消
雪
装
置
が
あ
る
地
域

と
無
い
地
域
で
は
不
公
平
感
の
問

題
が
悩
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。�



《食生活について聞いてみました》�

10H12年／12月号�

　鵡川町は11月に入って一段と冷え込み本格的
な冬に向かっています。�
　シシャモ漁も11月６日で今年の漁を終えまし
た。水揚量は、19.3㌧と昨年より大幅に減少しま
した。�
　庄川町のみなさんは、ビートってどんな作物
かご存じですか。全国でも北海道だけに作つけ
されている野菜です。�
　普通は甜菜といいますが、北海道ではビート
と呼ぶのが普通です。ビートは砂糖の原料にな
ります。�
　鵡川町のビートは、水田の転作、または畑の
輪作の一部として栽培されています。寒さに強
く収穫は10月下旬から11月中旬まで行われます。
冷涼な気候の中で減農薬栽培され、その糖分は
近隣町のそれより高く、甘くて美味しい砂糖の
原料として高い評価を得ています。また、コス
ト軽減を図るために直接、転作田や畑に種を播
く試験も行っています。このビートの収穫が終
わると、鵡川町にも本格的な冬がきます。�

ビートの収穫が�
終わると寒さも本格的に�

心に残ったベトナム�
第３０回富山県青年海外派遣に参加して�
　　　　　　　 ／中国、ベトナム、香港�

国  際�
No.７３�

むかわ�
No.５５�

　「あれがベトナム戦争の爆弾の跡です」ハノイ
の郊外で、ガイドの方が言われました。広く続
く田畑には、所々に草木の生えない穴がありま
した。そして、その側で牛が荷車を引き、子ど
もたちが働いていました。�
　「将来は、貿易関係の仕事に就きたいです」ハ
ノイの国際大学に通う学生が、私に夢を話して
くれました。趣味はパソコンとショッピング。
交通手段は主にバイクで、携帯電話はまだ高い
ということでした。�
　先進国に追いつこうとするパワーを持つ都市
部と、本来のベトナムの姿を保ち続ける農村部。
いずれベトナムも日本のように経済的発展を遂
げるでしょう。しかし、今の日本の姿がはたし
て良いのだろうか、と改めて考えさせられまし
た。ベトナムの人は、本当に太陽のような笑顔
を持っています。私はその笑顔に感動し、また
いつか、変わりゆくベトナムをこの目で見たい
と思っています。�

てん  さい�

　日本の食べ物は食べ慣れないものもありますが、
大体好きです。イギリスの主食は、主にジャガ
イモやパンを食べていますが、日本に比べて米
を食べる機会は少ないです。�
　私は初めて寿司を食べてみました。マグロは
食べられましたが、他の魚はあまり食べられま
せんでした。イギリスでは生魚は食べないので
とても不思議に思いました。魚は煮たり、焼い
たり、揚げた料理が大部分です。�
　イギリスでは、人気のある食べ物として、“Fish 
and Chips”があります。これは、バターで揚
げた鱈に揚げたてのポテトチップスを添えて新
聞紙でくるんだファーストフードです。他にも
伝統的なものとして“Roast Beef”や“Yorkshire 

pudding”などがあります。�
　イギリスには伝統的なティ
ータイムがあります。大部分
の勤労者は、４時から５時ぐ
らいに仕事が終わり、自宅で
６時頃からティータイムが始まり、楽しい時間
を過ごします。私の家では、母が“Pan”や
“Cake”や“Scone”（やわらかめの分厚いビ
スケット）などを作りティータイムにはいつも
添えられています。�
　クリスマスには七面鳥にジャガイモや他の野
菜を添えていただきます。イギリスでは大変伝
統的な特別な食事となっています。�
　もうすぐクリスマス。�
　　　　　　　　　皆さんMerry Christmas！！�

フィッシュ�

アンド　　　　　チップス�

ロースト　　　ビーフ� ヨークシャ�

プディング�

ケーキ� スコーン�

パン�

メリー　　　　　　クリスマス�

たら�

大蔵　馨（庄）�

写真左が大蔵さん�

ジョンの
ここがWhy?



11 H12年／12月号�

第16回秋季町民壮年ソフトボール大会�

と　き　９月24日（日）�
ところ　町民運動場�
　１位　19区壮年会　　２位　畑直スポーツクラブ�
�
第４回秋季町民野球大会�

と　き　10月22日（日）�
ところ　町民運動場他�
　１位　庄新会　　２位　ねんごろ会�
�
第55回全国レクリエーション大会INぐんま�

ペタンク交流会�

と　き　10月29日（日）�
ところ　群馬県前橋市�
　１　位　庄川マルセイユＢ�
　　　　　（上野　勉・嶋田徳明）�
　３　位　庄川マルセイユＣ�
　　　　　（小西喜之・吉藤亜貴子）�
　敢闘賞　庄川マルセイユＤ�
　　　　　（久野　亨・広谷和佳子）�
　敢闘賞　庄川マルセイユＥ�
　　　　　（斉藤幸二・村井一仁）�
�
第２回町民ソフトバレーボール大会�

と　き　10月28日（土）�
ところ　町民体育センター�
　１位　25区Ａ　　２位　38区�
�

第11回町マラソンビーチボール大会�

と　き　11月５日（日）�
ところ　町民体育センター�
　１位　38区　　２位　うりわりビーチクラブ�
�

第５回町長杯ペタンク大会�

と　き　11月５日（日）�
ところ　町民運動場�
　１位　はつか会Ｃ　　２位　西部クラブＣ�
�

第13回ねんりんピック�

と　き　11月４日（土）・５日（日）�
ところ　大阪府舞洲運動広場�
　３位　富山県（嶋田一茂　高儀新）�
�
第30回町民バレーボール大会�

と　き　11月20日（月）・21日（火）�
ところ　町民体育センター�
　１位　25区　　２位　６・11区�
�
第15回富山県ビーチボール選手権大会�

と　き　11月19日（日）�
ところ　県総合体育センター�
女子30歳以上の部　１位　えんがわ�
�
鮎っ子杯争奪第４回砺波地区少女バレーボール大会�

と　き　11月19日（日）�
ところ　町民体育センター�
５年生の部�
　１位　庄川町女子バレーボールスポーツ少年団�
�
第29回町児童クラブ卓球大会�

と　き　11月23日（木）�
ところ　町民体育センター�
　１位　ハンター×ハンター（種田）�
　２位　？・Ⅵ（雄神）�

寄 贈�

　このたび、日展会員・光風会評議員・洋画家藤森
兼明先生より油彩の大作「ビザンチンの光」（光風
会展会員賞）ほか18点と素描15点を寄贈いただきま
した。ご厚志に心より感謝申しあげます。�
　12月3日（日）から「外次郎とゆかりの作家たち」と
併せて「藤森兼明寄贈作品展」を開催しています。�



皆さんからの身近な情報、地域の活動など、
町の情報の提供をお待ちしています。�

　役場企画室　82-1905
東京庄川会総会開催される�

鵡川町ゲートボール同好会が来町�

親善交流会が開催される�

故郷は遠きにありて想うもの�
ふるさとメール読者から�
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　11月19日（日）種田農村公園において、
鵡川町のゲートボール愛好者19名をお
迎えし、町のゲートボール協会との交
流試合が開催されました。�
　なごやかな雰囲気の中、あちこちで
笑いが飛びかい、楽しくゲームが進め
られました。�
　この交流を通じて、両町のゲートボ
ール協会の友好がますます深まること
を期待いたします。�

　11月26日（日）大手町サンケイプラザで、第35回東京庄
川会総会が開催され、役員改選では、橋場会長以下全員
が再選されました。�
　町からは、町長と議長が出席し、町の近況報告や10月
に開催された国体剣道競技の記録ビデオを放映しました。�
　懇親会では、久しぶりの再会でふるさとの話などを交
えて楽しいひとときを過ごされました。�
寄 附　広報しょうがわ送付お礼として�
　　　　　　　東京都大田区　山本孫二さん（５千円）�

・まず先に広報を見るのは、「議会だより」で、次は「心
の教育を考える」です。�
・本年３月号に第４次総合計画第１回審議会開催と記し
てありました。その時、平成10年６月５日の某新聞の
社説に「学びたい村おこし」と題された社説を思い出
しました。利賀村の村おこしと町の総合計画とは、相
通じるのではないかと思うのです。現在、外から見た
庄川町はこのままで良いのではないかと思います。�
・それから現在は、町の歴史、文化、福祉について知り
たいので、出来れば広報紙上で紹介していただければ
幸いと思います。（一部省略）�
　　　　　　　　　吉村正之亟さんより（高岡市在住）�
遠く離れた地から、ふるさと庄川への思いやご意見、または
「広報しょうがわ」に関するご感想などをお寄せください。�

�

松
井
　
寒
灯���

斉
藤
　
尤
鶴���

雨
池
　
　
遙���

谷
口
　
六
友���

畑
　
　
郁
子���

石
山
　
　
欣���

上
野
　
恵
子���

阪
戸
　
た
つ���

滝
　
　
の
り���

田
中
た
め
子���

山
下
　
他
美���

森
松
さ
ち
子���

池
田
　
雅
泉����

有
沢
美
智
子��

飯
田
小
枝
子��

大
西
　
郁
子��

小
川
　
ふ
み��

沖
田
　
泰
子��

押
見
南
美
子��

滝
　
　
昌
子��

冨
樫
ア
ヤ
子��

堂
垂
　
献
子��

吉
田
百
合
子��

久
保
美
智
子�



イチイのオーナー剪定、追肥を実施�

ふるさとバスを運行�

税金の仕組みを学ぶ租税教室　小学校�

13 H12年／12月号�
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　11月５日（日）、閑乗寺遊歩道で平成10年度に
イチイの木のオーナーとなった皆さんが、剪定
と追肥及び草刈りをされました。��
　植樹より２年半経過し、今回は枝葉の生長を
促進するために、木の根元の余分な枝を中心に
剪定され、真心こめて肥料を埋めておられまし
た。�
　イチイの木は、背丈を越す高さまで生長し、
オーナーの皆さんは大きくなった木に満足され
ていました。�

　10月26日、38区三八さん約15名、10月30日に
は示野おたっしゃクラブ約20名が、ふるさとバ
スツアーに参加されました。�
　ふるさとバスツアーは、町の良さを再発見し、
我がふるさとに自信と誇りをもってもらう目的
で運行しているものです。�
　今回は砺波広域圏の施設も見学しました。特
に砺波広域圏消防本部では、実際に、高規格救
急車の中に入って署員の説明を受けるなど、日
頃体験できない有意義な時間を過ごされました。�

　次世代を担う児童生徒に、税の仕組みや、意義・役割を
理解させる機会を持ち、租税に関する正しい知識を身に
つけてもらおうと、11月20日（月）小学校６年生57名を対
象に、町と砺波税務署の共催で租税教室を開催しました。�
　税に関するビデオを見た後、砺波税務署と町職員が税
に関する説明を行いました。�
　小学生にとって、最初の内「税金」は、身近で遠い存
在のようでしたが、説明には熱心に耳を傾け、税に関す
る理解を深めてくれたようです。�
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14H12年／12月号�

小 学 校 �

種田保育所�

　11月18日（土）、３限目に授業参観を行いました。�
　それぞれの学級では、保護者の皆さんに少し
でも学校での子どもたちの様子を理解していた

だこうと、いろいろな教材や場
面を取り上げた授業を行いまし
た。�
　６年生では、学校の裏庭の学
校園で作った野菜（さつまいも）を調理し、保
護者に感謝する集会を開きました。�
　また、１・２年生では、引き算やかけ算のし
方など基本的な計算方法を、５年生では実験を
通して自分の考えを深めながら、てこの利便性
を追求する学習を行いました。�
　子どもたちは、緊張の中にも一生懸命に勉強
する姿や学習の成果を見ていただき、満足感に
あふれていたように思います。�

中 学 校 �

　庄川中学校のメディアルーム
に新しいコンピュータが入り、

生徒や教職員が盛んに使用しています。さらに
町の生涯学習の一環として、11月６日（月）を初
日とした夜間の初級パソコン教室が始まりました。�
　この教室に参加している中学生のＡ君に聞い
てみました。�
参加の動機は？：学校の学習だけではもの足り
　　　　　　　　 なかったから。�
何をやりたい？：ワープロは、ブラインドで打
　　　　　　　　 てるようになりたい。�
一人で寂しい？：保育所の先生や知り合いの人
　　　　　　　　 がいるから大丈夫です。�
家の人は？：喜んで、応援してくれています。�

これからも続けたい？：もちろんです。楽しい
　　　　　　　　　　　　です。�
　今後、コンピュータの操作により一層習熟す
るために、小中学生がこのような機会を利用す
ることはよい方法だと思います。今回のパソコ
ン教室は、ワープロと表計算を学習内容として、
12月14日（木）まで行われます。�

　４・５歳児の子どもたちは、年間通
して温室プールに入っています。11月
には、プール参観を行い、プール遊び
の様子を見てもらいました。�

　４歳児は、水中のもぐりっこや貝拾い、伏し浮きなど、
５歳児も輪くぐりやバタ足、水中ドッジボールなどをし
てお母さんたちから大きな声援をもらって子どもたちは
元気いっぱいでした。�
　これからもプールに入り寒さに負けない健康な体づく
りをしていきたいと思います。�

友達の発表に食い入るように見入る子どもだち�友達の発表に食い入るように見入る子どもたち�

プール参観 プール遊びは楽しいな�

授業参観と子どもたち�

メディアルームを�

開放しています�



　今年も『子どもフェスティバル』が
近づいてきました。郷土の民話を人形
劇にして子どもたちに伝えたいと始め
た人形劇。人形も、小道具も音楽も、
そして脚本もすべて自分たちの手でつ
くり、昭和52年児童育成グループ「ひ
まわり」が結成して20数年が経ちまし
た。�
　その間、子どもたちの興味や求める
ものがだんだん変わってきましたが、
毎年子どもたちは大きな拍手をしてく
れ、この拍手に言いようのない大きな
満足感を味わうことができます。平均
年齢六十うん歳、これからも自分たちのできる
ところで子どもたちとふれあいながら、楽しく
グループ活動ができれば幸いに思っております。�
　何でもうち明けることができ、そして相談で
き、元気づけてくれる仲間がいるということは
とても幸せなことだと思っています。�

　これからも、健康と時間の許す限り活動を続
けたいと思います。�
　　　　　　ひまわりグループ　　斉藤紀子�

15 H12年／12月号�

心の教育を考える�

　
私
は
小
学
校
が
国
民
学
校
に
改
ま

っ
た
昭
和
16
年
に
入
学
し
た
。
世
の

中
は
日
毎
に
軍
事
色
が
強
ま
っ
て
き

て
、
忠
君
愛
国
、
滅
私
奉
公
、
鬼
畜

米
英
の
教
育
を
受
け
た
。
何
か
に
つ

け
て
よ
く
叩
か
れ
た
。
物
が
不

足
し
、
学
用
品
の
質
も
悪
く
な

り
、
鉛
筆
の
芯
は
よ
く
折
れ
、

ノ
ー
ト
も
紙
質
が
悪
か
っ
た
。

田
舎
で
す
ら
、
代
用
食
な
る
も

の
を
色
々
と
食
べ
て
雑
食
の
習

性
が
身
に
つ
い
た
。
学
校
の
グ

ラ
ン
ド
が
南
瓜
や
芋
の
畑
に
変

身
し
て
い
っ
た
。
痩
せ
た
子
供

達
で
あ
っ
た
が
、
何
か
目
標
を

持
っ
て
元
気
に
動
き
回
っ
て
い

た
記
憶
が
あ
る
。
わ
る
さ
を
し

た
と
き
、
大
人
達
は
誰
で
あ
ろ

う
と
遠
慮
な
く
叱
り
つ
け
た
。

時
に
は
多
少
の
い
じ
め
も
あ
っ

た
が
、
よ
く
一
緒
に
な
っ
て
遊

ん
だ
。
そ
し
て
団
体
生
活
の
心

得
を
少
し
学
ん
だ
。�

　
昭
和
20
年
の
敗
戦
で
、
既
成
の
制

度
、
秩
序
が
音
を
た
て
て
崩
れ
落
ち

て
い
く
の
を
、
子
供
の
目
で
眺
め
た
。

新
し
い
戦
後
社
会
に
合
わ
な
く
な
っ

た
教
科
書
の
内
容
を
、
先
生
の
指
示

で
墨
と
筆
で
消
し
た
の
は
忘
れ
が
た

い
記
憶
で
あ
る
。
昭
和
22
年
、
６
・

３
・
３
制
の
出
来
た
ば
か
り
の
新
制

中
学
校
の
１
年
生
と
な
っ
た
が
、
校

舎
は
な
く
小
学
校
の
一
部
を
借
り
て

の
ス
タ
ー
ト
で
あ
っ
た
。�

　
今
や
物
余
り
の
成
熟
社
会
と
な
り
、

「
捨
て
る
技
術
」
と
い
う
妙
な
本
が

売
れ
て
い
る
。
子
供
た
ち
は
恵
ま
れ

た
環
境
の
な
か
で
、
何
不
自
由
な
く

す
く
す
く
と
育
て
ら
れ
て
い
る
。
体

位
も
向
上
し
て
、
見
上
げ
る
よ
う

な
若
者
が
増
え
て
い
る
。
と
こ
ろ

が
大
切
な
も
の
を
ど
こ
か
に
忘
れ

て
き
て
い
る
。�

　
諺
に
「
鞭
を
惜
し
め
ば
、
子
供
を

台
無
し
に
す
る
」
と
言
う
の
が
あ
る
。

「
逆
境
が
人
を
育
て
る
」
と
か
「
風

雪
人
を
磨
く
」
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

教
育
は
良
い
条
件
を
揃
え
る
だ
け
で
、

良
い
結
果
が
出
て
こ
な
い
難
し
さ
が

あ
る
の
で
皮
肉
な
も
の
で
あ
る
。�

庄
川
町
公
民
館
連
絡
協
議
会
長
　
　
中
島
　
　
満�

○�27

ひまわりグループ�ひまわりグループ�
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◆開館時間◆�
　火～木曜日　　9:30～18:00�
　金　曜　日　　9:30～20:00　�
　土・日曜日　　9:30～16:00�

◆休 館 日◆�
　月 曜 日　　   ４日、11日、18日、25日�
　振　　替　　  24日�
　年　　末　　  28日（午前のみ）、29日～31日�

◆こどものつどい◆�
　 ９日（土）   9:30～　ジャンボすごろく�

◆おはなしのへや◆�
　23日（土） 14:00～　本の読み聞かせなど�
　　　　　　　　　　　「ききみみずきん」～冬の巻～�
�
  子供放送局 番組予定�

 ９日　知られざる南極の素顔�
23日　命という名の宝物　～子ども編集委員が企画～�

時間　10:30～15:30　　場所　町立図書館 児童室�

H12年／12月号�

小 説 �

�

�

�

�

エッセイ�

�

一般書�

�

�

�

児童書�

■新着図書�

14歳の自殺未遂から作家となり未婚の
母となるまで一魂を削るかのように刻ま
れた言葉が壮絶な生の記憶を描き出す。
愛、過去、家族を明かすエッセイ集。�

「魚が見た夢」�
　　　　　　　　 柳　美里　著�

16

12/5～Ｈ１３1/5

２１�

２２�

２３�

２４�

２５�

２６�

２７�

２８�

２９�

３０�

３１�

1/1�

2�

3�

4�

5

睡蓮の長いまどろみ　上・下�
四季・亜紀子　上・下�
「夜叉ケ池」殺人事件�
あふれた愛　　　　　　　　　　　　
獅子の座　　　　　　　　　　　　　
いまだに、たけしの兄です�
自分をまげない勇気と信念のことば�
考古学のわかる本�
文化としてのＩＴ革命�
恋をする人しない人�
私の前にある鍋とお釜と燃える火と�
メリークリスマスおおかみさん�
メイシーちゃんのクリスマス�
マドレーヌのクリスマス�

◆
東
山
見
・
青
島
公
民
館�

◎
公
民
講
座
　
園
芸
学
習�

　
寄
せ
植
え
（
正
月
用
）�

講
　
師
　
今
多
芳
雄
氏�

と
　
き
　
12
月
17
日（
日
）�

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時�

と
こ
ろ
　
庄
川
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー�

�

◆
雄
神
公
民
館�

◎
公
民
講
座
　
講
話�

　
少
年
非
行
の
現
状
と�

　
　
　
　
　
　
地
域
社
会
の
役
割�

講
　
師
　
少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー�

　
　
　
　
室
長
　
赤
石
秀
一
氏�

と
　
き
　
12
月
６
日（
水
）�

小学校個人懇談会　10：00～　小学校�
女性問題相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�

小・中学校終業式　9：00～　小・中学校�
法律相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�
移動文化講座　17：00～21：30　オーバードホール�

おはなしのへや　14：00～　図書館�

集合税第７期納期限�
小・中学校冬季休業（～1/8）�
中国語講座　19：00～22：00　福祉センター�

消防歳末特別警戒（～31日）�

元旦�

庄川町消防団消防出初式　10：00～　庄川町役場前広場�

健康相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�
中国語講座　19：00～22：00　福祉センター�

宮本　　輝�
五木　寛之�
楠木誠一郎�
天童　荒太�
平岩　弓枝�
北野　　大�
曽野　綾子�
山岸　良二�
山崎　正和�
柴門　ふみ�
石垣　りん�

みやにしたつや�
ルーシ・カズンズ�

ルドウィッヒ・ベーメルマンス�
ほか多数�

グリーンハイツ示野 入居者募集�
　町営住宅示野団地におきまして、若干の
空き部屋があります。入居条件や家賃等詳
しいことは下記までお問い合わせください。�
申込・問合先　都市開発課　　82－1903



〈一般診療〉�

12月17日（日）  野 原 医 院（福野）  　22－2322�

12月23日（土）  吉岡整形外科医院（福野）  　22－7700�

12月24日（日）  中 島 医 院（福野） 　 22－2219�

12月29日（金）  宮 崎 医 院（福野） 　 22－3387�

12月30日（土）  森 田 医 院（福野） 　 22－4858�

12月31日（日）  福野厚生病院（福野） 　 22－3555�

  1月  1日（月）  くぼクリニック（福野）  　22－7799�

  1月  2日（火）  安達外科医院（福野）  　22－2123�

  1月  3日（水）  伊 東 医 院（福野）  　22－6710�

  1月  7日（日）  柴 田 医 院（福野）  　22－2011�

  1月  8日（月）  吉岡整形外科医院（福野） 　 22－7700�

〈歯科診療〉�

12月17日（日）  安念歯科医院（砺波）  　33－2445�

12月23日（土）  根尾歯科医院（砺波）  　33－2588�

12月24日（日）  鈴木歯科クリニック（砺波） 　 33－1663�

12月30日（土）  高田歯科医院（砺波）  　32－2153�

12月31日（日）  チューリップ歯科医院（砺波）  　32－3904�

  1月  1日（月）  さとう歯科クリニック（砺波） 　 32－9995�

  1月  2日（火）  田守歯科クリニック（砺波）  　34－7108�

  1月  3日（水）  中尾歯科医院（福野）  　22－2489�

  1月  7日（日）  川口歯科医院（城端）  　62－0105�

  1月  8日（月）  林歯科医院（井波）  　82－3283

お互いの立場を尊重して、明るい人間関係を作ろう�

H12年／12月号�

12月26日�
毎週金曜日�

行 事 名 �対 象 者 �日　　程� 受 付 時 間 �実施場所�

砺波保健所�
保健センター�

H12.9生�
希 望 者 �

■健診・相談・予防接種のお知らせ■�

12/5�

6�

7�

8�

9�

１０�

１１�

１２�

１３�

１４�

１５�

１６�

１７�

１８�

１９�

２０�

（火）�午後1：00～1：30�
午前9：30～12：00

17

くらしのカレンダー�

（診療時間　午前9時～午後5時）�
■日曜・祭日連絡医院■�

３か月児健診�
健 康 相 談 �

　
　
　
　
午
後
７
時
30
分
〜
９
時�

と
こ
ろ
　
雄
神
集
会
セ
ン
タ
ー�

�

◆
種
田
公
民
館�

◎
公
民
講
座�

　
生
花
を
使
っ
て
新
し
い
住
環
境�

講
　
師
　
富
山
フ
ラ
ワ
ー�

　
　
　
　
　
デ
ザ
イ
ン
ス
ク
ー
ル�

　
　
　
　
坂
井
朱
美
氏�

と
　
き
　
12
月
25
日（
月
）�

　
　
　
　
午
後
７
時
30
分
〜
９
時�

と
こ
ろ
　
種
田
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー�

結婚相談　13：30～16：00　農村環境改善センター�
移動文化講座　17：30～21：30　小杉文化ホールラポール�
中国語講座　19：00～22：00　福祉センター�

障害者相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�
行政相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�
高砂大学 教養講座「マジック」　13：30～15：30　ふれあいセンター�
人前での話も楽しくなる話し方・聞き方講座�
　　　　　　　　　　　　　   19：00～21：00　ふれあいセンター�

子どもフェスティバル　10：00～　ふれあいセンター�

子育て相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�
結婚相談　13：30～16：00　農村環境改善センター�

年金相談　10：00～15：00　福祉センター�
介護相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�

住宅改造相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�
人前での話も楽しくなる話し方・聞き方講座�
　　　　　　　　　　　　　19：00～21：00　ふれあいセンター�

人権相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�
中国語講座　19：00～22：00　福祉センター�

第29回　町民卓球大会　8：30～　町民体育センター�

結婚相談　13：30～16：00　農村環境改善センター�

中学校保護者会（～21日）　13：00～　中学校�
行政相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�

第５２回 人権週間１２月４日～１０日�

・考えよう　あなたの人権　わたしの人権�
－ 21世紀へつなげよう心のネットワーク－�
・女性の地位を高めよう�
・子どもの人権を守ろう�
・高齢者を大切にする心を育てよう�
・障害のある人の完全参加と平等を実現し
よう�



水道管の凍結防止について�

　冷え込みが厳しくなると、水道管及び蛇口が凍結
することがありますので、防止対策として次のこと
を心がけましょう。�
　１．夜間は蛇口を少し緩めておく。�

　２．露出部分を厚手の布で巻き、その上をビニー
　　　ルで覆う。�

※水道管が破裂したら、次の指定業者へご連絡くだ
さい。�
①太田配管㈱   　82-0529　⑤フジイ設備㈱   　32-5181�
②㈱竹部工業   　82-0888　⑥㈱川上建設   　82-0631�
③高田産業㈱   　82-0707　⑦福 島 住 設   　82-0299�
④藤森工業㈱   　82-0802　⑧松進工業㈲   　82-6625�
　なお、町外業者は、役場都市開発課まで、お問い
合わせください。�

年末・年始のごみ収集及び�
し尿の汲取り休業日について�

　年末から年始にかけて、ごみの収集及びし尿の汲
取りを休業致します。休業日は下記のとおりとなり
ますので、皆さまのご協力をお願いいたします。�

ごみ収集　12月30日～１月３日�

し尿取り　12月30日～１月４日�

18H12年／12月号�

消防設備士および�
危険物取扱者試験のご案内�

消防設備士試験（後期）�

日　　時　平成13年２月３日（土）・４日（日）�
会　　場　富山県防災センター�
危険物取扱者試験（第３回）�

日　　時　平成13年２月18日（日）�
会　　場　富山工業高校・高岡工芸高校�
受付期間（両試験ともに）�
　平成13年１月５日（金）から１月12日（金）まで�
問合先　井波庄川消防署　　82－0119

国民年金保険料は所得から�
控除されます�

　国民年金の第１号被保険者の方が納めた保険料は、
所得税法上、社会保険料控除の対象となっています。
一年間に支払った保険料は、その全額が「社会保険
料控除」として所得額から差し引かれます。�
　（前年度以前の未納保険料を今年度中に納めた場
合も控除の対象となります。）�
　給与所得者の保険料控除申告や確定申告の際には、
忘れずに記入し控除を受けましょう。�
　なお、第３号被保険者の方は、保険料の負担が無
いので控除の対象にはなりません。�
　また、国民年金基金に加入している方は、その掛
け金も全額控除の対象となります。�

年末年始の公共施設休業・休館の�
お知らせ�

役 場 �
ふれあいセンター�
各 保 育 所 �
図 書 館 �
町民体育センター�
勤労者体育センター�
水 資 料 館 �
美 術 館 �
特 産 館 �
ウッドプラザ�
夢 木 香 村 �
若 者 の 館 �

12月29日～１月３日（窓口対応）�
12月27日～１月３日�
12月29日～１月３日�
12月29日～１月３日�
12月28日～１月３日�
12月28日～１月３日�
12月29日～１月３日�
12月29日～１月３日�
12月29日～１月３日�
12月29日～１月３日�

無　休�
無　休�

果樹剪定講習会の開催について�

　果樹の栽培は、虫がつく、果実の収穫量が少ない
等、栽培者の方を毎年悩ませているのではないかと
思います。そこで、来年の収穫に向けての、果樹の
剪定講習会を開催しますので多数ご参加ください。�
　尚、剪定以外の作業についてもご相談に応じます。�
日　時　12月12日（火）午前9時30分～正午�
場　所　フルーツ村管理棟�
持ち物　剪定はさみ�



19 H12年／12月号�

詠　　題　「川の情景」※未発表作品に限る�
応募規定　１人２首以内　楷書又はワープロ書き�
部　　門　一般の部、小・中学生の部�
出 詠 料　１人につき1,000円　※詠草集代金含む
　　　　　※小・中学生は無料�
　　　　　　代金は郵便為替で、作品と同封下さい。�
応募方法　400字詰め原稿用紙を使用し、右半分に

作品、左半分に郵便番号、住所、氏名
（ふりがな）、年齢、職業（学校名）、
電話番号を明記してください。�

申 込 先　〒932－0314　庄川町青島3607�
　　　　　庄川町教育委員会生涯学習課�
　　　　　　　　　　　「短歌作品募集」係�
締切期限　12月31日（日）※当日消印有効�
選　　者　歌人　早稲田大学教授　佐佐木  幸綱 氏�

善意の窓�
■福祉資金として�

▽庄川町金屋 但田豊吾さん（亡妻の供養に10万円）�
▽庄川町青島 小西義男さん（知的障害者施設に10万円）
■ボランティア資金として�

▽匿名　　　　　　　　　 （51,800円）�
�
　これらのご厚志に対し、深く感謝申し上げ、有効
に活用させていただきます。�

�

庄川大賞�

庄 川 賞�

佳　　作�

�

１名（１首）賞状・記念品�

２名（各１首）賞状・記念品�

若干名　賞状・記念品�

一般の部� �

１名（１首）賞状・記念品�

１名（１首）賞状・記念品�

若干名　賞状・記念品�

小・中学生の部�

自衛官募集�

募集種目　自衛隊生徒�
受付期間　平成13年１月５日（金）まで�
応募資格　平成13年４月１日現在、15歳以上17歳未

満の男子で中学校卒業者又は卒業見込み
の者�

試 験 日　平成13年１月７日（日）�
試験場所　富山市内�

ケーブルテレビに加入しましょう�

　砺波広域圏では、今年の12月末までを加入促進期
間として、加入料が１万円割引となります。�
問合先　役場企画室　　82－1905

農振除外の申請は早めに�

　農地を農地以外に転用するには、農地法の許可が
必要です。�
　また農用地区域内の農地を転用する場合は、農用
地区域からその農地を除外した上で、農地法による
転用許可を受ける必要があります。�
　今回の農振除外の申請は、12月20日（水）まで受け
付けています。転用計画のある方は、事前に役場産
業建設課までお問い合わせください。�
　82－1904（内線147）�

ま
ち

かど
ギャラリ

ー

第３７回 庄川町美術展覧会�

入賞作品特別企画展�
　第37回庄川町美術展覧会一般の部で入賞さ
れた作品を展示します。�

会　　期　11月29日（水）～12月25日（月）�

会　　場　まちかどギャラリー蔵�

展示部門　一般の部　絵画、彫刻、工芸、書、
写真、手芸など17点�

主　　催　庄川町教育委員会�

後　　援　北日本新聞社�

料金表（消費税別）� （単位：円）�

テレビ�

項目・加入区分�

加　　入　　料� 40,000 50,000 50,00030,000 40,000

69,000 79,000 92,00065,000 82,000

－� 3,000 3,000

17,000 17,000 17,000

－� 15,000

12,000 －    

セット料金�
　　　22,000円�

3,000 －    

－� 5,000

セット料金�
　　　  6,800円�

ネットワーク設定料�

加入料・工事費合計�

テレビ利用料（月額）�

ネット接続料（月額）�

標準引込工事費�

標準ネット工事費�

標準テレビ工事費�

インター�
ネット�加入促進�

期  間�通常期間�

テレビ＋インターネット�

加入促進�
期  間�通常期間�

工
　
事
　
費�

宅
　
内�

あなたの歌を歌碑に「第４回川の情景を読む短歌」�
作品募集締切り迫る！�

蔵�



ゆ
ず
の
香
り
に�

 
　
誘
わ
れ
て
４
万
人�
ゆ
ず
の
香
り
に�

　 

誘
わ
れ
て
４
万
人�

　　　介護には冬休みというものがあるのかな。
　　　クリスマスとかお正月を楽しみにしてい
る人も多いのではないのかな。�
�
　　　それは、ゆず太くんがクリスマスプレゼ
　　　ントやお年玉を楽しみにしているのでし
ょう。ケアポートに居るおじいちゃんは、お正
月に家へ帰るのを楽しみに待っているらしいわ
よ。家へ帰れない人もいるので、ボランティア
の方が餅つき会をやるらしくて、これが、すご
い大盛況らしいわよ。�
�
　　　ゆずまつりの時には、ゆず餅をよく食べ
　　　たけれど、お年寄りの方もそういう楽し
みがあるわけだ。�
�
（住民課住民福祉係）�

　介護保険は新しい制度ですが、介護をしてい
る方は年数の長い方もおられ、家族介護のベテ
ランになっておられます。また、新たに介護を
されている方も増えている状況で、介護は、待
った無しというところです。介護保険は、地域
で支え合う制度です。皆さんも、親しみをもっ
て福祉のまちづくりを一緒に築いて行きましょ
う。�

　町では、家庭で介護している方に少しでもリ
フレッシュされる事を目的に、介護者元気回復
交流事業を実施します。要介護者宛に開催の文
章が届いていると思いますが、なるべく多くの
方の参加をお待ちしています。１日というわず
かな日程ではありますが、この日は介護を忘れ
一緒にお話しするひと時を過ごしませんか。�
　また、お元気な高齢の方にも、高砂会館での
生きがい活動や老人クラブ活動、ケアポート老
人福祉センターの利用を通して更に、生きがい
をもち素敵な年を重ねていただきたいと思って
います。詳しくは、住民課住民福祉係までお願
いします。　　82－1902�
�

庄川町で10月末日までに介護保険に認定された

方は194人で内訳は下記のとおりです。尚、在
宅・施設介護サービスを利用している方は、次
のとおりです。�

20H12年／12月号�

ゆず太くん� ゆず香ちゃん�

の�
「かいご問答」�
の�
「かいご問答」�
の�
「かいご問答」�

介護度�

人　数�

割　合�

介護�
サービス�
利用者�

要支援�

18人�

9.3％�

12人�

41人�

21.1％�

31人�

45人�

23.2％�

41人�

35人�

18.0％�

32人�

26人�

13.4％�

23人�

29人�

15.0％�

28人�

要介護�
１�

要介護�
２�

要介護�
３�

要介護�
４�

要介護�
５�

�

　
11
月
18
日（
土
）・
19
日（
日
）の
両
日
、
水

記
念
公
園
で
第
13
回
庄
川
町
ゆ
ず
ま
つ
り
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
初
日
は
小
雨
混
じ
り
の

あ
い
に
く
の
天
気
で
し
た
が
、
特
産
の
生
ゆ

ず
を
求
め
て
両
日
併
せ
４
万
人
の
来
客
者
で

賑
わ
い
ま
し
た
。�

　
特
に
、
今
年
は
新
た
な
試
み
と
し
て
ゆ
ず

を
使
っ
た
パ
ン
や
パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
、
ム
ー

ス
や
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
の
新
商
品
を
即
売
し

た
と
こ
ろ
、
す
ぐ
に
完
売
と
な
り
ま
し
た
。�



③�

①�
②�

松井  柾樹くん�
（青島）�

父…公司　母…智恵子�

宅間  瑞生くん�
（金屋）�

父…崇宏　母…智子�

池田  貴之くん�
（示野）�

父…裕之　母…洋子�

石田  梨佳ちゃん�
（青島）�

父…博和　母…和美�

川島　陸くん�
（青島）�

父…力　母…佳保里�

12月25日�まで�

町では人口増加推進対策の一環として、若い世代
にも求めやすい価格で宅地分譲を行っています。�

申込・問合先　役場企画室　　 82－1905　　 82－3521�
庄川町ホームページURL　http://www1.tst.ne.jp/shogawa/「得々情報」で情報発信中！�

分譲受付�開  始�

庄 川 集 成 材 跡 地 �

21 H12年／12月号�

　このコーナーでは、満３歳までの子どもの写真を募集し
ています。�
　住所、保護者、子どもの氏名（性別）、保護者から子ども
へのメッセージ（20字程度）を書いて、役場企画室へ提出し
てください。（郵送でも可）自薦、他薦は問いません。�
　掲載は先着順となります。また、掲載後は、広報と一緒
に返却いたします。�

まさき�

みずき�

い
つ
ま
で
も
み
ず
み
ず
し
い
感
性
を
大
切

に
し
て
い
こ
う
ね
。�

仮
面
ラ
イ
ダ
ー
が
大
好
き
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

元
気
い
っ
ぱ
い
で
お
兄
ち
ゃ
ん
と
仲
良
く
ネ
。�

たかゆき�

た
く
さ
ん
遊
ん
で
、
た
く
さ
ん
食
べ
て
大

き
く
な
ろ
う
ね
。�

り　か�

大
き
く
な
っ
た
ら
早
く
パ
パ
と
野
球
し
よ

う
ね
。�

りく�

③青島地内分譲地‥‥１区画�

　 約 90 坪  坪単価120,000円�

　　　10,801,000円�

④金屋地内分譲地‥‥１区画�

　 約 99 坪  坪単価66,000円�

　　　  6,535,000円�

①約130坪 坪単価92,562円  12,033,000円�
②約145坪 坪単価92,562円  13,450,000円�

・取得後３年以内に自ら居住する住宅を建築し定住
しようとする方�
・分譲地の代金を契約後３カ月以内に完納できる方�
・取得後10年間は売買できません。�

人口�

 増 対策�
申込資格�
および�
分譲条件�

青島住宅団地2区画�青島住宅団地2区画�青島住宅団地2区画�青島住宅団地2区画�青島住宅団地2区画�
受付期間�

区画毎�
の価格�

※申込者多数の場合は抽選会を実施します。�

※位置図なし�

公
園�

公
園�

家�

島
田
宅�

吉
藤
宅�

水
本
宅�

田
辺
宅�

家�
㈲エムエム�　　工業�

原
田
木
材
㈱�

中川宅�

佐藤宅�

端谷宅�

酒の�
フクちゃん�

家�

二万石用水�

今
宅�㈱

庄
川
興
業�

　
機
材
倉
庫�

千
秋
工
務
店�

　
　
作
業
所�

家�

㈲エムエム工
業�

山村
宅�

松川
宅�

松下
宅�

大
浦
宅�

庄川興業㈱�

家�

家�

倉庫�

家�家�

青島住宅団地�
近日分譲予定�

青島地内分譲地�

至井
波�

環
　
状
　
線�

至
旧
駅
前�

お
兄
ち
ゃ
ん
と
仲
良
く
遊
ん
で
ネ
！�

そのほか、抽選なしで
随時購入できる宅地は
右記のとおりです。�



●町の人口（11 月末日現在）●�

人　口　7,329（△  4）（△16）転入　14　195�

　男　　3,542（△  5）（△  7）転出　16　209�

　女　　3,787（　  1）（△  9）出生　  5　  53�

世帯数　2,039（　  0）（＋14）死亡　  7　  61

累計�
（H12.1.1～）�前年比�前月比�

22

発
行
日
／
平
成
十
二
年
十
二
月
五
日
　
発
行
所
／
庄
川
町
（
郵
便
番
号
九
三
二
ー
〇
三
九
三
）�

印
刷
／
㈱
ア
ヤ
ト
　
第
五
六
〇
号�

H12年／12月号�

住
　
所
　  

故
　
人
　
名
　
年
齢�

金
　
屋
　  

水
村
　
一
男
　
83�

三
　
谷
　  

山
森
　
要
一
　
73�

示
　
野
　  

島
田
　
富
夫
　
62�

青
　
島
　  

石
黒
　
重
正
　
87
�

11／1
死
亡�

月
日�

住
所
　
出
生
児
氏
名
　性
別
　保
護
者
名�

金
屋
　
坂
東
　
涼
真
　
男
　
俊
宏�

示
野
　
板
戸
　
万
純
　
男
　
通
雄�

青
島
　
水
上
ゆ
り
か
　
女
　
幸
俊�

高
儀
新
　
滝
本
　
　
真
　
男
　
和
夫�

11／7
10／18

10／20
10／27

出
生�

月
日�

り
ょ
う
ま�

し
ん�

ま
す
み�

11／6
11／11

11／13

　
（
10
月
21
日
〜
11
月
20
日
申
出
の
も
の
の
み
掲
載
）�

編 集 後 記 �
　北海道有珠山や三宅島の噴火、名古屋市近
郊の大洪水、あるいは鳥取で発生した大地震
など、日本列島を次々と襲った災害は、20世
紀が終わろうとしている今、我々に何を教え
ようとしているのか。�
　高度経済成長の名のもとに、自然を我がも
ののように破壊し、快適な生活や利便性を求
めてきた人間。一緒に生きている動物や虫、
植物などまるでお構いなしの「おごりとたか
ぶり」「地球は、天は怒っているんだよ」と
村井前町長さんが話してくださいました。�
　自分自身、身の引き締まるおもいで、もっ
と謙虚に生きていかなければという気持ちに
なりました。�
　21世紀がどんな時代になるのかは誰にもわ
かりませんが、少なくとも、人が心の豊かさ
や安らぎを求めているのは確かなようです。
人間が自然との共存を真剣に考え、「我々は
生かされている」という気持ちだけは忘れて
はいけないことだと思います。�

　
住
　
所
　
　
　
夫
婦
氏
名�

　
青
　
島
　
　
立
　
田
　
　
聖�

　
砺
波
市
　
　
（
高
山
）
志
津
江�

　
三
　
谷
　
　
田
　
中
　
博
　
晃�

　
井
波
町
　
　
（
齊
藤
）
輝
　
美�

　
青
　
島
　
　
島
　
田
　
稔
　
也�

　
砺
波
市
　
　
（
西
尾
）
昌
　
美�

本紙は、資源保護のため再生紙を使用しています。�

　
奥
飛
騨
の
源
流
か
ら
132 
㎞
、
途
中
の
ダ
ム
に
流
れ
を
遮
ら
れ
な
が
ら
も
、
庄
川
は

富
山
湾
へ
ひ
た
走
る
。�

　
祖
山
の
堰
堤
か
ら
小
牧
ダ
ム
ま
で
お
よ
そ
12 
㎞
、
曲
が
り
く
ね
っ
た
ダ
ム
湖
は
、

美
し
い
両
岸
の
山
々
の
す
が
た
を
映
し
て
い
る
。�

　
関
電
の
庄
川
電
力
所
が
運
行
し
て
い
る
ポ
ン
ポ
ン
船
は
、
小
牧
船
舶
事
務
所
か
ら

大
牧
温
泉
ま
で
の
８
㎞
を
、
お
よ
そ
30
分
間
、
刻
々
と
変
化
す
る
山
と
水
鏡
を
楽
し

ま
せ
て
く
れ
る
。
利
賀
川
と
本
流
が
合
流
す
る
あ
た
り
、
仙
納
原
の
利
賀
大
橋
跡
付

近
の
景
観
は
特
に
す
ぐ
れ
て
い
る
。�
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辰
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戸
籍
の
窓

戸
籍
の
窓�

おりおりの山影うつす水鏡　ダム湖に添った国道付近�
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